
第 5 回 静岡小児臨床研究ネットワーク勉強会

 ～東日本大震災以降の現場に立って～

2016 年 9 月 3 日 （土） 16：00 〜
講演者：　　　石塚　人生（いしづか　ひとせ）氏
場所：　　　　静岡厚生病院西館2階  講義室にて、参加費無料
お問い合わせ：静岡厚生病院 小児科 田中まで
　　　      　  電話  054-271-7177（代）
　　　　       email :toshihiro.tanaka@ksz.ja-shizuoka.or.jp
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災害医療と報道～東日本大震災以降の現場に立って～
勉強会 静岡小児臨床研究ネットワーク第 5 回

石塚  人生 （いしづか ひとせ）氏　ご略歴

　■ 静岡厚生病院西館2階  講義室
※自家用車でお越しの際は、病院周辺
の病院駐車場(有料)をご利用ください。

読売新聞東京本社編集局医療部記者

１９６９年秋田県生まれ。１９９２年読売新聞東京本社入社。

福島支局、地方部、医療情報部、静岡支局、東北総局、石巻支局長を経て

２０１５年６月から現職。

講演要旨：

　災害は極めてやっかいな代物だ。誰一人として起きてほしいと思わないが、いつかどこかで必

ず起こる。数万もの人が亡くなる巨大災害はめったに起こらない上、必ず想定外のことが降りか

かる。関心を持ち続け、ぬかりない準備を続けることも難しい。

　医療関係者は巨大災害時、純粋な被災者にはなれない。専門分野を問わず、被災者の命を救う

側にならざるを得ないためだ。あらゆる医療者は災害時の重要な社会資源にほかならない。どんな

災害でも対応できる組織としての体制と、個人のスキルアップが普段から必要になる。

　私は東日本大震災の発生１年前から宮城県に勤務し、震災から２０１５年５月までの約４年あ

まり、震災報道に携わってきた。その後、医療専門記者として熊本地震も取材した。災害医療に

ついて、この５年あまりで改善したことは多いが、変わらないことも多い。これまでの経験で見

えてきた災害医療の課題、災害を報道し続ける意味を提示したい。


